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あらまし：インフォーマルラーニングの支援に用いられている大学 SNS のブログには，大学での学習や

就職活動の様子など，他の学生にとっても有用な経験情報が書き込まれることも多い．本研究では，これ

を有意義な学生生活を送ることによって身につけられる経験知と称し，大学 SNS にどのような経験知が

蓄積されているか，ブログデータに対しテキストマイニングを実施し，その特徴を分析した． 
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1. はじめに 
現在，大学等において学生のインフォーマルラー

ニングの支援に SNS が活用されている．筆者が所属

する福井県立大学においても，福井県大学間連携

SNS（以下，F レックス SNS）(1)をこの目的に利用し

ている．大学 SNS のブログには，学生が大学生活で

経験した情報が書き込まれることも多い．本研究で

は有意義な学生生活を通して身につけられる知識や

スキルを「経験知」と称する． 
近年，大学での研究活動に関する経験知として，

研究コミュニティ知の共有支援を目的とした SNS
が提案されている(2)．研究以外にも大学での学習方

法や就職活動など，より広範囲な活動に着目した場

合も，後輩学生に役立つ先輩の経験知は多いと考え

られる．しかし，大学 SNS のブログにどのような経

験知が蓄積され，それがどのように活用できるかと

いうことに関してはこれまであまり研究されていな

い．そこで本研究では，大学 SNS として F レックス

SNS のブログデータを対象にテキストマイニングを

実施し，そこに潜む経験知の特徴について分析する． 
 

2. F レックス SNS のブログに蓄積された 
経験知の分析 

2.1 F レックス SNS 

F レックス SNS は福井県内の 5 つの高等教育機関

をネットワーク経由でゆるく結合し，教職員，学生，

卒業生，地域住民による多様な学びの空間を創造す

ることを目的とした SNS である． 
 

2.2 分析手順 

先行研究として，山川らが F レックス SNS のブロ

グに対しテキストマイニングを行ったところ，4 ヶ

月の間にブログに書かれる内容（重要語）が変化し

たユーザグループと変化しないユーザグループが見

られたという報告がある(3)．また，筆者が予備調査

としてFレックスSNSの全公開ブログタイトルにテ

キストマイニングを実施したところ，毎年度同一時

期にある程度類似したキーワードが確認できた(4)． 
これらの結果を踏まえ，ここでは，より広範囲か

つ詳細に，F レックス SNS のブログデータに対して

テキストマイニングを実施し，抽出されたキーワー

ド（特徴語）から，大学 SNS にどのような経験知が

蓄積され，それがどのように変化するのか調査する． 
2009 年 10 月～2011 年 9 月までの 2 年間に学生（一

部，卒業生も含む）によって書かれたブログのうち，

SNS の中で公開または外部公開に設定されたブロ

グ：10,452 件を対象にテキストマイニングを行った．

以下に分析手順を示す． 
[1] 前処理 

ブログタイトル，本文，および，それに付随す

るコメントに含まれる html タグや URL，顔文

字や絵文字，記号などを不要語として除去した． 
[2] 形態素解析 

形態素解析器：MeCab を用いて[1]から名詞のみ

を抽出した．この際，ブログに含まれる語彙の

自由度を考慮し，日本語版 Wikipedia データベ

ース (http://dumps.wikimedia.org/jawiki/latest/) を
用いて MeCab のユーザ辞書を構築し，これに F
レックス独自の用語も追加した． 

[3] 各ブログからの特徴語の抽出 
TF-IDF 法を用いて，各ブログから単語を抽出し，

形式名詞や日時等を除外した上で，それをブロ

グの内容を特徴づけるキーワード（特徴語）と

した．また，この際，「テスト」と「試験」な

どの類似語は一方に統一した． 
[4] 投稿年月別の各特徴語の出現頻度の集計 

月によって投稿件数が異なるため，月毎の投稿

件数に対する各特徴語の出現率とした． 
 

2.3 分析結果と考察 

まず，経験知の変化として，月毎のブログ群の特
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徴を分析するため，2.2 の[4]に示すデータに対して

統計解析ソフトウェアである R2.15.2 を用いて主成

分分析を行った．結果を図 1 に示す．これは，全対

象ブログを通して，出現率が高い順に上位 50 個の特

徴語を 2 変数に集約したデータの散布図である．図

1 を見ると，大学生活に関連するキーワードが多く

見られる．また，図中の Oct-9～Sep-11（Oct-9 は 2009
年 10 月を表す）はブログの投稿年月を表し，その時

期に多く見られた特徴語がその周辺に配置されてい

る．この結果から多少ばらつきはあるが，いくつか

の月では年が異なっても比較的類似したキーワード

が出現していることが確認できる．特に，図左上（第

1 主成分が負／第 2 主成分が正）には，学期初めの 4
月，10 月が位置し，図下部（第 2 主成分が負）には，

学期末から休業期に関係する特徴語が多く見られる．

以上から，各ブログの特徴語に着目した場合，F レ

ックス SNS のブログには，大学生活に関連した経験

情報が蓄積され，それは時期によって変化しつつも，

毎年ある程度共通した内容であることが考えられる． 

 
図 1 主成分分析による平面への射影 

 
次に，各時期に学生が経験する具体的な内容と，

その変化を考察するため，2010 年度に投稿されたブ

ログから抽出された頻出語を表 1 に示す．ここで，

「授業」というキーワードに着目してその変化を見

ると，学期初めには頻出するものの，その後は回数

が減り，代わりに「試験」などが頻出する．さらに，

「勉強」，「試験」，「授業」という 3 つのキーワード

を対象に，投稿年月別の出現率の推移を調べた結果

を図 2 に示す．「授業」に関しては先に述べた通りだ

が，「勉強」と「試験」はある程度同期しながら変化

していることが確認できる．このような特徴語の種

類や変化を指標として，適切なタイミングで後輩学

生に経験知を提供すことで，大学 SNS に蓄積された

経験知が有効に再利用できるのではないかと考える．

また，この情報は学生理解への利用も期待できる． 

表 1 2010 年度投稿年月別の頻出語上位 7 件 
（ただし，人名や一時的に話題になったキーワードは除く） 

4 月 授業，桜，バイト，体育，サークル，部，日記 

5 月 課題，バイト，電車，ログ，授業，サークル，試験 

6 月 試験，勉強，先生，レポート，実習，バイト，カラオケ 

7 月 試験，好き，福井，勉強，県，英語，花火 

8 月 夏休み，試験，花火，祭，卒研，実習，カラオケ 

9 月 祭，バイト，夏休み，実習，後期，授業，インターンシップ 

10 月 祭，学，ゼミ，敦短，大学，試験，フランクフルト 

11 月 発表，研究，先生，参加，ビデオ，ゼミ，中間 

12 月 雪，試験，先生，バイト，発表，年賀状，タイヤ 

1 月 雪，成人，式，除雪，試験，レポート，車 

2 月 試験，発表，実習，左義長，会，天気，春休み 

3 月 卒業，式，研修，携帯，風邪，花粉症，バイト 

 

 
図 2 主要キーワードの出現率の変化 

 
3. まとめ 

F レックス SNS のブログを対象に，大学 SNS に蓄

積された経験知を分析した．今後は，本研究で得た

知見をもとに，大学 SNS から経験知を創出し，再利

用を支援する学習支援型 SNS(4)の機能改良を行いた

い． 
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